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 第 1 段階では、がん対策推進基本計画策定資料によると、がん検診受診率を現在のレ
ベルから 50%に向上させることにより死亡率は 4.0%減少するとしていることから、そ
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 第 4 段階では、大学生を対象に、食事、睡眠、運動などの基本的生活習慣とストレス
など個人のメンタルヘルスに関する意識調査を実施し、生活習慣とメンタルヘルスの関
連性について検討を行った。その結果、健康度・生活習慣診断検査により、要注意型に
分類された者は、抑うつ感が強く、気分状態が悪く活動性が低いことがわかった。要注
意型以外に分類された者は、ストレスがあると答えた者は少なく、平均睡眠時間は長く、
食生活、栄養バランスなどの生活習慣が良いことが分かった。生活習慣が望ましい状態
にある者は、気分状態が安定し、活動性が高いことを明らかにした。 
 本研究より、疾病予防には生活習慣の改善、疾病の早期発見には検診が重要であるこ
とが分かった。さらに、生活習慣の改善や検診受診への関心を促すための正しい情報提
供や、情報を受け取る側の特性を考慮した情報の与え方を考慮する必要があることを明
らかにした。 
 以上を総合した結果，本審査委員会では，本論文が「博士（応用情報科学）」の学位
授与に値する論文であると全員一致により判定した。 
